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熱中症対策について 

 

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 さて、2016年 3月 10日付で JFAより「熱中症対策ガイドライン」が出されました。こ

れに伴い静岡県サッカー協会として下記の通り進めて行きたいと思います。なお、詳細につ

きましては、JFAより出されておりますガイドライン・Q&A等をご確認下さい。 

 選手の生命の安全を第一に考え、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

記 

【対象試合】 

県内で開催される、サッカー、フットサル、ビーチサッカーのすべての試合。 

【開始時期】 

2016年 6月 1日以降 

【概 要】 

〔Ⅰ〕事前準備 

（ⅰ）スケジュールを組む際の注意事項 

過去 5年間の時間毎のWBGTの平均値を算出する。 

（算出できない場合、原則 7 月から 9 月に開催される試合については準備をして下さい。） 

①WBGTが 31℃以上となる時間帯には試合を設定しない。②開始時刻を早くする。③試合

時間を短くする。④1日に複数の試合を組まない。⑤〔Cooling Break〕を取れるよう余裕

を持ったスケジュール対応。等のご配慮をお願いします。 

（ⅱ）『目指すべき熱中症対策』 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③各会場にWBGT計を備える。 

④緊急対応用に、氷・スポーツドリンク・経口補水液を十分に準備する。 

⑤観戦のために、飲料を購入できる環境を整える。（場所を知らせる） 

⑥熱中症対応が可能な緊急病院を事前に調べておく。（夜間の場合は宿直医） 

⑦〔Cooling Break〕または飲水タイムの準備をする。 



 

〔Ⅱ〕当日の対応 

各会場WBGT計にて測定し、その数値により対策を講じて下さい。 

■WBGT=31℃以上の場合は、試合の中止または延期も考える。 

やむを得ず行う場合は 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③〔Cooling Break〕を行う。 

■WBGT=28℃以上の場合は、 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③〔Cooling Break〕を行う。（1種・2種は飲水タイムでも可） 

■WBGT=25℃以上の場合は、 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③飲水タイムまたは〔Cooling Break〕を行う。 

 

 

 

以上。 



WBGT  (Wet-Bulb Globe Temperature) 

熱中症予防の温度指標 

WBGTは、気温(乾球温度)、湿度(湿球温度)、輻射熱(黒球温度)の 3

要素から算出されますが、湿球温度と黒球温度には気流の影響も反

映されるので、WBGTは 4要素すべてを取り入れた指標と言えま

す。 

 



SFA 熱中症事前対策について 

      一般財団法人静岡県サッカー協会 

 

項 目 内 容 等 

時 期 7月、8月、9月 

 

天 候 活動日、大会等の気象条件を把握する 

 

観 察 子どもや選手の体調観察をする 

 

環 境 練習場、試合会場、活動場所の環境を知る 

日陰があるかないか 

準 備 温度環境を知る（測 定） 

 

予 防 スポーツ活動中の熱中症予防 5ヶ条を知る 

 

知 識 

 

子どもの体温調節 

大 会 

 

試合の中での対応 

大会の事前監督者会議、大会当日試合前に共通理解と確認等 

飲 料 

 

水分、スポーツ飲料の摂取 

確 認 

 

試合前に関係者で再確認 

 

「ねらい」について 

□選手の生命を尊重するため。 

□暑さ対策への常習化。 

□選手が試合でパフォーマンスを発揮できる環境。 

□事故が起きない未然対策。 

 



過去2カ年のWBGT値28度以上：静岡市

WBGT値 7月 8月 9月

28℃以上 12 19 4

31℃以上 3 3 0

28℃以上 14 16 2

31℃以上 5 6 0

28℃以上 13 17.5 3

31℃以上 4 4.5 0

2014年

2015年

平均値
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30

解
　
説

　放熱量は身体サイズに影響されます。立方体の物理特性として、体積（サイズ）が小さ

くなるにつれ表面積は相対的に大きくなっていきます。したがって、子どもの体表面積は

体重比にすれば大人より広くなります。産熱量は体重に比例するので、子どもは産熱量

に比し相対的に広い放熱面積を持つことになります。つまり、子どもの体は物理的に熱

しやすく冷めやすい特性を持っているのです。

　一方、子どもの発汗機能は未発達で、大人より発汗量が少なく、多くの汗を必要とする

条件ほどその差も大きくなります。子どもは発汗能力で劣る分、頭部や躯幹部の皮膚血

流量を大人より増加させ、より広い体表面積によって大人と同等の放熱をしています。

　ただし、子どもの広い体表面積が有利なのは、環境温が皮膚温より低く非蒸発性熱放散

によって環境が体表の熱を奪ってくれる場合に限られます。環境温が皮膚温より高く、輻

射熱の大きな条件（夏季の炎天下）になると、熱は逆に体に入ってくるようになり、子ども

の広い体表面積はかえって不利になります。またこのような環境条件では汗が唯一の放熱

手段になるので、子どもの未発達な発汗能力は体温調節上ますます不利になります。

　子どもは決して「汗っかき」ではありません。真っ赤な顔をして汗っかきに見える場合

でも、それは熱ストレスが大きくなっているからなのです。思春期前の子どもにとって、

WBGT31℃以上、すなわち「熱中症予防のための運動指針」において「運動は原則中止」

に相当する高温環境では、大人以上に過酷な熱ストレスになり、特に持久的運動には不

向きです。したがって、子どものスポーツ活動では、環境条件が「運動は原則中止」になっ

ていないかどうか特に注意する必要があります。

子どもの体温調節

子どもの熱放散特性の模式図
（井上,2010）

体表面積／体重
子ども＞成人

環境温＜皮膚温……深部体温＝
環境温＞皮膚温……深部体温↑

汗腺

皮膚血流量

子どもは汗っかきではない



暑いとき、無理な運動は事故のもと

急な暑さに要注意

失われる水と塩分を取り戻そう

薄着スタイルでさわやかに

体調不良は事故のもと
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熱 中 症 予 防 ５ ケ 条
スポーツ活動中の
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